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朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
新
宿
教
室
「
三
国
志

個
性
豊
か
な
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
」

講
師:

加
藤

徹

第
四
回
「
孫
権

実
は
意
外
に
有
能
だ
っ
た
が
・
・
・
」

２
０
１
６
年
９
月
１
２
日

★
大
辞
林

第
三
版
の
解
説

そ
ん
け
ん
【
孫
権
】
（182

～252

）

中
国
、
三
国
時
代
、
呉
の
初
代
皇
帝
（
在
位222

～252

）
。
孫
堅

の
次
子
。
蜀
の
劉
備
と
結
ん
で
曹
操
の
南
下
を
赤
壁
に
阻
止
し
、
江
南
に
勢
力
を
確
立
。

参
考

父
・
孫
堅(

１
５
５/
１
５
６
ー
１
９
１/

１
９
２)

兄
・
孫
策(

１
７
５
ー
２
０
０)

曹
操(

１
５
５
ー
２
２
０)

劉
備(

１
６
１
ー
２
２
３)

諸
葛
孔
明(

１
８
１
ー
２
３
４)

く
れ
【
呉
】
①

古
く
、
中
国
の
呉(

ご)

の
国
を
い
っ
た
語
。
江
南
地
方
を
も
い
い
、
ま
た
、
広
く
中
国

を
意
味
し
た
。
②

中
国
伝
来
の
事
物
で
あ
る
意
の
複
合
語
を
作
る
。
「
ー
竹
」
「
ー
楽
（
く
れ
が
く
）
」

し
ゅ
う
ゆ
【
周
瑜
】
（175

～210

）

中
国
、
三
国
時
代
の
呉
の
武
将
。
字
あ
ざ
な
は
公
瑾
。
孫
権
を
助

け
呉
の
建
国
の
基
礎
を
築
い
た
。208

年
赤
壁
の
戦
い
で
曹
操
を
破
っ
た
が
、
四
川
攻
略
直
前
に
病
死
。

ろ
し
ゅ
く
【
魯
粛
】
（172

～217

）

中
国
、
三
国
時
代
、
呉
の
功
臣
。
字
は
子
敬
。
周
瑜
と
と
も
に
孫

権
に
仕
え
、
赤
壁
の
戦
い
で
は
主
戦
論
を
唱
え
た
。
そ
の
後
、
親
劉
備
の
立
場
を
取
り
つ
つ
荊
州
の
経
営

に
務
め
た
。

た
い
き
ょ
う
し
ょ
う
き
ょ
う
【
大
喬
小
喬
】
中
国
三
国
時
代
、
美
貌
と
才
気
で
知
ら
れ
た
呉
の
姉
妹
。
姉

が
大
喬
、
妹
が
小
喬
で
共
に
兵
書
を
好
み
、
孫
策
・
周
瑜
の
妻
と
な
っ
た
。
二
喬
。

ご
か
の
あ
も
う
【
呉
下
の
阿
蒙
】
〔
魯
粛
が
呂
蒙
に
会
っ
た
時
、
そ
の
学
識
が
以
前
よ
り
深
ま
り
豊
か
な

の
に
驚
い
て
、
君
は
呉
に
い
た
頃
の
武
略
に
長
じ
て
い
る
だ
け
の
阿
蒙
（
「
阿
」
は
発
語
）
で
は
な
い
、

と
言
っ
た
と
い
う
「
三
国
志
呉
書
呂
蒙
伝
注
」
の
故
事
か
ら
〕

学
識
や
人
物
な
ど
が
、
昔
の
ま
ま
で
進

歩
の
な
い
者
。
呉
下
の
旧
阿
蒙
。

★
日
本
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
、
呉
の
孫
権
の
治
世
の
年
号
が
入
っ
た
銅
鏡

赤
烏
元
年(

２
３
８)

銘

山
梨
県
市
川
三
郷
町
大
塚

鳥
居
原
狐
塚
古
墳

赤
烏
七
年(

２
４
５)

銘

兵
庫
県
宝
塚
市
安
倉
南
１
丁
目

安
倉
高
塚
古
墳

★
【
孫
策
と
周
瑜
】
十
八
史
略

孫
堅
之
子
策
、
与
弟
権
留
富
春
。
遷
于
舒
。
堅
死
、
策
年
十
七
。
往
見
袁
術
。
得
其
父
余
兵
。
策
十
余

歳
時
、
已
交
結
知
名
。
舒
人
周
瑜
、
与
策
同
年
。
亦
英
達
夙
成
。
至
是
従
策
起
。
策
東
渡
江
転
闘
、
所
向

無
敢
当
其
鋒
者
。
百
姓
聞
孫
郎
至
、
皆
失
魂
魄
。
所
至
一
無
所
犯
。
民
皆
大
悦
。

孫
堅
の
子
・
策
、
弟
・
権
と
富
春
に
留
ま
る
。
舒(

じ
ょ)

に
遷(

う
つ)

る
。
堅
死
す
る
と
き
、
策
、
年

十
七
。
往(

ゆ)

き
て
袁
術
に
見(

ま
み)

ゆ
。
其
の
父
の
余
兵
を
得
た
り
。
策
十
余
歳
の
時
、
す
で
に
交
結

し
て
名
を
知
ら
る
。
舒
人(

じ
ょ
ひ
と)

周
瑜(

し
ゅ
う
ゆ)

、
策
と
同
年
な
り
。
亦
た
英
達(

え
い
た
つ)

夙
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成(

し
ゅ
く
せ
い)

な
り
。
是(

こ
こ)

に
至
り
て
策
に
従
ひ
て
起
る
。
策
、
東
の
か
た
江
を
渡
り
て
転
闘
し
、

向
ふ
所
敢
て
其
の
鋒
に
当
る
者
無
し
。
百
姓(

ひ
ゃ
く
せ
い)

、
孫
郎
の
至
る
を
聞
き
、
皆
、
魂
魄
を
失
ふ
。

至
る
所
、
一
も
犯
す
所
無
し
。
民
、
皆
、
大
い
に
悦
ぶ
。

★
【
孫
策
か
ら
孫
権
へ
】
十
八
史
略

孫
策
既
定
江
東
、
欲
襲
許
。
未
発
。
故
所
殺
呉
郡
守
許
貢
之
奴
、
因
其
出
猟
、
伏
而
射
之
。
創
甚
。
呼

弟
権
代
領
其
衆
曰
、
挙
江
東
之
衆
、
決
機
於
両
陣
之
間
、
与
天
下
争
衡
、
卿
不
如
我
。
任
賢
使
能
、
各
尽

其
心
以
保
江
東
、
我
不
如
卿
。
卒
。
年
二
十
六
。

孫
策
、
既
に
江
東
を
定
め
、
許
を
襲
は
ん
と
欲
す
。
未
だ
発
せ
ず
。
故(

も
と)

、
殺
す
所
の
呉
郡
の
太

守
・
許
貢(

き
ょ
こ
う)

の
奴(

ど)
、
其
の
出
で
て
猟
す
る
に
因
り
て
、
伏
し
て
之
を
射
る
。
創(

き
ず)

甚

(

は
な
は)

だ
し
。
弟
・
権
を
呼
び
て
、
代
は
り
て
其
の
衆
を
領
せ
し
め
て
曰
く
「
江
東
の
衆
を
挙
げ
て
機

を
両
陣
の
間
に
決
し
天
下
と
衡(

こ
う)

を
争
ふ
は
、
卿(

け
い)

我
に
如
か
ず
。
賢
を
任
じ
能
を
使
ひ
各
〻

其
の
心
を
尽
く
さ
し
め
て
以
て
江
東
を
保
つ
は
、
我
、
卿
に
如
か
ず
」
と
。
卒
す
。
年
二
十
六
な
り
。

★
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
孔
明
の
巻
よ
り

孫
策
は
、
い
ま
に
も
絶
え
な
ん
と
す
る
呼
吸
で
あ
っ
た
が
、
強
い
て
微
笑
し
な
が
ら
、
枕
の
上
の
顔
を

振
っ
た
。

「(

略)

孫
権
、(

略)

お
ま
え
に
は
内
治
の
才
が
あ
る
。
し
か
し
江
東
の
兵
を
ひ
き
い
て
、
乾
坤
一
擲(

け

ん
こ
ん
い
っ
て
き)

を
賭
け
る
よ
う
な
こ
と
は
、
お
ま
え
は
わ
し
に
遠
く
及
ば
ん
。
…
…
だ
か
ら
そ
ち
は
、

父
や
兄
が
呉
の
国
を
建
て
た
当
初
の
艱
難(

か
ん
な
ん)

を
わ
す
れ
ず
に
、
よ
く
賢
人
を
用
い
有
能
の
士
を

あ
げ
て
、
領
土
を
ま
も
り
、
百
姓
を
愛
し
、
堂
上
に
あ
っ
て
は
、
よ
く
母
に
孝
養
せ
よ
」

★
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
赤
壁
の
巻
よ
り

北
に
拠
っ
た
曹
操
は
、
す
な
わ
ち
天
の
時
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
南
の
孫
権
は
、
地
の
利
を
占
め
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
将
軍
は
よ
ろ
し
く
人
の
和
を
も
っ
て
、
そ
れ
に
鼎
足
の

象

を
と
り
、
も
っ
て
、
天
下

か
た
ち

三
分
の
大
気
運
を
興
す
べ
き
で
あ
る
―
―
と
、
孔
明
は
説
く
の
で
あ
っ
た
。

★
【
赤
壁
の
戦
い
・
一
】
十
八
史
略

曹
操
撃
劉
表
。
表
卒
。
子
琮
挙
荊
州
降
操
。
劉
備
奔
江
陵
。
操
追
之
。
備
走
夏
口
。
操
進
軍
江
陵
、
遂

東
下
。
亮
謂
備
曰
、
請
求
救
於
孫
将
軍
。
亮
見
権
説
之
。
権
大
悦
。

曹
操
、
劉
表
を
撃
つ
。
表
卒
す
。
子
の
琮(

そ
う)

、
荊
州
を
挙
げ
て
操
に
降
る
。
劉
備
、
江
陵
に
奔(

は

し)

る
。
操
、
之
を
追
ふ
。
備
、
夏
口
に
走
る
。
操
、
軍
を
江
陵
に
進
め
、
遂
に
東
に
下
る
。
亮
、
備
に

謂
ひ
て
曰
く
「
請
ふ
、
救
ひ
を
孫
将
軍
に
求
め
ん
」
と
。
亮
、
権
に
見(

ま
み)

え
て
之
に
説
く
。
権
、
大

い
に
悦
ぶ
。

★
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
赤
壁
の
巻
よ
り

孔
明
の
静
か
な
ひ
と
み
は
、
時
折
、
孫
権
の
面
に
そ
そ
が
れ
た
。

孫
権
の
人
相
を
う
か
が
う
に
碧
瞳
紫
髯(

へ
き
ど
う
し
ぜ
ん)

―
―
い
わ
ゆ
る
眼
は
碧
に
ち
か
く
髯(

ひ

げ)

は
紫
を
お
び
て
い
る
。
漢
人
本
来
の
容
貌
や
形
態
で
な
い
。

ま
た
腰
か
け
て
い
る
と
、
そ
の
上
躯
は
実
に
堂
々
と
見
え
る
が
、
起
つ
と
腰
か
ら
下
が
は
な
は
だ
短
い
。
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こ
れ
も
彼
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

孔
明
は
、
こ
う
観
て
い
た
。

（
こ
れ
は
た
し
か
に
一
代
の
巨
人
に
は
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
感
情
昂(

た
か)

く
、
内
は
強
情
で
、
精
猛

な
か
わ
り
に
短
所
も
発
し
易
い
。
こ
の
人
を
説
く
に
は
、
わ
ざ
と
そ
の
激
情
を
励
ま
す
の
が
よ
い
か
も
知

れ
ぬ
）

★
【
赤
壁
の
戦
い
・
二
】
十
八
史
略

操
遣
権
書
曰
、
今
治
水
軍
八
十
万
衆
、
与
将
軍
会
猟
於
呉
。
権
以
示
群
下
。
莫
不
失
色
。
張
昭
請
迎
之
。

魯
粛
以
為
不
可
、
勧
権
召
周
瑜
。
瑜
至
。
曰
、
請
得
数
万
精
兵
、
進
往
夏
口
、
保
為
将
軍
破
之
。
権
抜
刀

斫
前
奏
案
曰
、
諸
将
吏
敢
言
迎
操
者
、
与
此
案
同
。
遂
以
瑜
督
参
万
人
、
与
備
并
力
逆
操
、
進
遇
於
赤
壁
。

操
、
権
に
書
を
遣(

お
く)

り
て
曰
く
「
今
、
水
軍
八
十
万
衆
を
治
め
、
将
軍
と
呉
に
会
猟
せ
ん
」
と
。

権
、
以
て
群
下
に
示
す
。
色
を
失
は
ざ
る
も
の
莫(

な)

し
。
張
昭
、
之
を
迎
へ
ん
と
請
ふ
。
魯
粛
、
以
て

不
可
と
為
し
、
権
に
勧
め
て
周
瑜
を
召
さ
し
む
。
瑜
至
る
。
曰
く
「
請
ふ
、
数
万
の
精
兵
を
得
て
、
進
み

て
夏
口
に
往
き
、
保(

ほ)

し
て
将
軍
の
為
に
之
を
破
ら
ん
」
と
。
権
、
刀
を
抜
き
て
前
の
奏
案
を
斫(

き)

り
て
曰
く
「
諸
将
吏
、
敢
て
操
を
迎
へ
ん
と
言
ふ
者
は
、
此
の
案
と
同
じ
か
ら
ん
」
と
。
遂
に
瑜
を
以
て

参
万
人
を
督
せ
し
め
、
備
と
力
を
併
せ
て
操
を
逆(

む
か)

へ
、
進
み
て
赤
壁
に
遇
ふ
。

★
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
赤
壁
の
巻
よ
り

孫
権
は
い
き
な
り
立
っ
て
、
佩(

は)

い
て
い
る
剣
を
抜
き
払
い
、

「
曹
操
の
首
を
断
つ
前
に
、
ま
ず
わ
が
迷
妄
か
ら
、
か
く
の
ご
と
く
斬
る
っ
！
」

と
、
前
の
几
案(

つ
く
え)

を
、
一
揮(

い
っ
き)

に
、
両
断
し
て
見
せ
た
。

そ
し
て
そ
の
剣
を
、
高
々
と
片
手
に
ふ
り
あ
げ
、

「
今
日
以
後
、
ふ
た
た
び
こ
の
問
題
で
評
議
は
す
ま
い
。
汝
ら
、
文
武
の
諸
大
将
、
ま
た
吏
卒
に
い
た
る

ま
で
、
か
さ
ね
て
曹
操
に
降
伏
せ
ん
な
ど
と
口
に
す
る
者
あ
ら
ば
、
見
よ
、
こ
の
几
案
と
同
じ
も
の
に
な

る
こ
と
を
！
」

２
２
【
赤
壁
の
戦
い
・
三
】
十
八
史
略

瑜
部
将
黄
蓋
曰
、
操
軍
方
連
船
艦
、
首
尾
相
接
、
可
焼
而
走
也
。
乃
取
蒙
衝
・
闘
艦
十
艘
、
載
燥
荻
枯

柴
、
灌
油
其
中
、
裹
帷
幔
、
上
建
旌
旗
、
予
備
走
舸
、
繋
於
其
尾
。
先
以
書
遣
操
、
詐
欲
降
。
時
東
南
風

急
。
蓋
以
十
艘
最
著
前
、
中
江
挙
帆
、
余
船
以
次
倶
進
。
操
軍
皆
指
言
、
蓋
降
。
去
二
里
余
、
同
時
発
火
。

火
烈
風
猛
、
船
往
如
箭
。
焼
尽
北
船
、
烟
焰
漲
天
。
人
馬
溺
焼
、
死
者
甚
衆
。
瑜
等
率
軽
鋭
、
靁
鼔
大
進
。

北
軍
大
壊
、
操
走
還
。
後
屢
加
兵
於
権
、
不
得
志
。
操
歎
息
曰
、
生
子
当
如
孫
仲
謀
。
向
者
劉
景
昇
児
子
、

豚
犬
耳
。

瑜
の
部
将
・
黄
蓋
、
曰
く
「
操
軍
、
方(

ま
さ)

に
船
艦
を
連
ね
、
首
尾
相
接
す
。
焼
き
て
走
ら
す
べ
し
」

と
。
乃
ち
蒙
衝(

も
う
し
ょ
う)

闘
艦
十
艘
を
取
り
、
燥
荻
枯
柴(

そ
う
て
き
こ
さ
い)

を
載
せ
、
油
を
其
の

中
に
潅(

そ
そ)

ぎ
、
帷
幔(

い
ま
ん)

に
裹(

つ
つ)

み
、
上
に
旌
旗(

せ
い
き)

を
建
て
、
予
め
走
舸(

そ
う

か)

を
備
へ
、
其
の
尾
に
繋
ぐ
。
先
づ
書
を
以
て
操
に
遣
り
、
詐(

い
つ
は)

り
て
降
ら
ん
と
欲
す
と
為
す
。

時
に
東
南
の
風
、
急
な
り
。
蓋
、
十
艘
を
以
て
最
も
前
に
著(

つ)

け
、
中
江
に
帆
を
挙
げ
、
余
船
、
次(

じ)

を
以
て
倶(

と
も)

に
進
む
。
操
の
軍
、
皆
、
指
さ
し
て
言
ふ
「
蓋
、
降
る
」
と
。
去
る
こ
と
二
里
余
、
同

時
に
火
を
発
す
。
火
、
烈
し
く
、
風
、
猛
く
、
船
の
往
く
こ
と
箭(

や)

の
如
し
。
北
船
を
焼
き
尽
く
し
、
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烟
焰(

え
ん
え
ん)

天
に
漲
る
。
人
馬
、
溺
焼
し
、
死
す
る
者
、
甚
だ
衆(

お
ほ)

し
。
瑜
ら
、
軽
鋭(

け
い

え
い)
を
率
ゐ
て
靁
鼔(

ら
い
こ)

し
て
大
い
に
進
む
。
北
軍
、
大
い
に
壊(

や
ぶ)

る
。
操
、
走
り
還
る
。

後
、
屢
〻
兵
を
権
に
加
ふ
れ
ど
も
、
志
を
得
ず
。
操
、
嘆
息
し
て
曰
く
「
子
を
生
ま
ば
当(

ま
さ)

に
孫
仲

謀(

そ
ん
ち
ゅ
う
ぼ
う)

の
如
く
な
る
べ
し
。
向
者(

さ
き)

の
劉
景
昇
の
児
子
は
豚
犬
の
み
」
と
。

「
暖
か
な
風
に
曹
操
気
が
付
か
ず
」
柳
多
留
３
９
篇

★
頼
山
陽
「
詠
三
国
人
物
十
二
絶
句
」
よ
り

十
、
仲
謀

生
子
当
如
孫
仲
謀

子
を
生
ま
ば
当
に
孫
仲
謀
の
如
く
な
る
べ
し

ま
さ

不
関
天
塹
護
金
甌

関
せ
ず

天
塹
の
金
甌
を
護
る
を

き
ん
お
う

可
憐
却
被
曹
瞞
餌

憐
れ
む
べ
し

却
っ
て
曹
瞞
に
餌
ば
せ
ら
れ

ゑ

力
竭
荊
襄
斗
大
州

力
竭
く

荊

襄

斗
大
の
州
に

つ

け
い
じ
ょ
う

天
塹･

･
･=

孫
権
の
呉
が
「
長
江
天
塹
」
の
お
か
げ
で
「
金
甌
無
欠
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。

斗
大=

斗
く
ら
い
の
大
き
さ
し
か
な
い
、
ち
っ
ぽ
け
な
さ
ま

[

大
意]

孫
権
は
、
残
念
な
英
雄
だ
っ
た
。
赤
壁
の
戦
い
で
曹
操
に
勝
っ
た
と
き
は
、
曹
操
か
ら
「
も
し
子
供
を

も
う
け
る
な
ら
、
孫
権
の
よ
う
な
立
派
な
人
物
が
い
い
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
評
価
さ
れ
た
。
呉
は
、
長
江

と
い
う
天
然
の
要
害
に
守
ら
れ
て
い
た
が
、
若
い
孫
権
の
政
治
的
才
能
も
立
派
だ
っ
た
。

後
に
曹
操
は
、
荊
州
の
地
を
餌
に
孫
権
を
釣
り
、
呉
が
劉
備
の
蜀
と
争
う
よ
う
に
し
む
け
た
。
孫
権
は
、

ま
ん
ま
と
曹
操
の
策
に
ひ
っ
か
か
っ
た
。
彼
の
覇
業
の
勢
い
は
、
ち
っ
ぽ
け
な
荊
州
で
尽
き
て
し
ま
っ
た

の
だ
。
惜
し
い
か
ぎ
り
だ
。

[

参
考]

頼
山
陽
は
文
政
五
年
に
も
「
孫
権
」
を
七
絶
に
詠
ん
で
い
る
。

天
塹
自
堪
誇
北
人
。
菰
蘆
叢
裡
足
君
臣
。
蓴
羹
不
肯
輸
羊
酪
、
領
得
江
東
千
里
春
。

十
一
、
周
瑜

東
風
焼
尽
北
軍
船

東
風

焼
き
尽
す

北
軍
の
船

烟
滅
長
江
不
見
痕

烟

滅
し
て

長
江

痕
を
見
ず

け
む
り

怪
得
頻
頻
曲
辺
顧

怪
し
み
得
た
り

頻
頻

曲
辺
に
顧
み
る
に

還
無
一
顧
向
中
原

還
た
一
顧
と
し
て
中
原
に
向
か
ふ
無
き
を

ま

曲
辺
顧=

「
周
郎
顧
曲
」
の
故
事
。

[

大
意]

赤
壁
の
戦
い
で
、
東
風
が
吹
い
た
。
周
瑜
が
司
令
官
を
つ
と
め
る
呉
軍
は
、
火
攻
め
に
よ
り
、
曹
操

軍
の
船
団
を
焼
き
払
っ
た
。
煙
が
消
え
た
あ
と
、
長
江
の
水
面
に
は
、
曹
操
軍
は
あ
と
か
た
も
な
か
っ

た
。
曹
操
の
本
拠
地
で
あ
る
中
原
に
攻
め
込
む
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

し
か
し
周
瑜
は
、
中
原
侵
攻
作
戦
を
一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
。
音
楽
の
才
能
に
恵
ま
れ
、
酔
っ
払
っ

て
い
て
も
楽
隊
の
些
細
な
ミ
ス
を
聞
く
と
す
ぐ
に
振
り
返
っ
た
と
い
う
周
瑜
が
、
中
原
を
振
り
返
ら
な

か
っ
た
理
由
は
、
わ
か
ら
な
い
。

★
【
劉
備
、
荊
州
を
得
る
】
十
八
史
略
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劉
備
徇
荊
州
・
江
南
諸
郡
。
周
瑜
上
疏
於
権
曰
、
備
有
梟
雄
之
姿
。
而
有
関
羽
・
張
飛
、
熊
虎
之
将
。

聚
此
参
人
在
疆
埸
。
恐
蛟
龍
得
雲
雨
、
終
非
池
中
物
也
。
宜
徙
備
置
呉
。
権
不
従
。
瑜
方
議
図
北
方
。
会

病
卒
。
魯
粛
代
領
其
兵
。
粛
勧
以
荊
州
借
劉
備
。
権
従
之
。

劉
備
、
荊
州
・
江
南
諸
郡
を
徇(

と
な)

ふ
。
周
瑜
、
権
に
上
疏(

じ
ょ
う
そ)

し
て
曰
く
「
備
は
梟
雄
の

姿(

し)

有
り
。
而
し
て
関
羽
・
張
飛
、
熊
虎(

ゆ
う
こ)

の
将
有
り
。
此
の
参
人
を
聚(

あ
つ)

め
て
疆
埸(

き

ょ
う
え
き)

に
在
ら
し
む
。
恐
ら
く
は
蛟
龍
の
雲
雨
を
得
ば
、
終
に
池
中
の
物
に
非
ず
。
宜
し
く
備
を
徙(

う

つ)

し
て
呉
に
置
く
べ
し
」
と
。
権
、
従
わ
ず
。
瑜
、
方(

ま
さ)

に
北
方
を
図
ら
ん
こ
と
を
議
す
。
会
〻(

た

ま
た
ま)

病(

や)

み
て
卒
す
。
魯
粛(

ろ
し
ゅ
く)

、
代
り
て
其
の
兵
を
領
す
。
粛
、
権
に
勧
め
て
荊
州
を

以
て
劉
備
に
借(

か)

さ
し
む
。
権
、
之
に
従
ふ
。

「
大
き
い
は
耳
ば
か
り
か
と
孫
夫
人
」
柳
多
留
６
３
篇

★
【
呉
下
の
阿
蒙
に
あ
ら
ず
】
十
八
史
略

権
将
呂
蒙
、
初
不
学
。
権
勧
蒙
読
書
。
魯
粛
後
与
蒙
論
議
。
大
驚
曰
、
卿
非
復
呉
下
阿
蒙
。
蒙
曰
、
士

別
参
日
、
即
当
刮
目
相
待
。

権
の
将
呂
蒙(

り
ょ
も
う)

、
初
め
学
ば
ず
。
権
、
蒙
に
勧
め
て
書
を
読
ま
し
む
。
魯
粛
、
後
に
蒙
と
論

議
す
。
大
い
に
驚
き
て
曰
く
「
卿
は
復(

ま)

た
呉
下
の
阿
蒙
に
非
ず
」
と
。
蒙
曰
く
「
士
別
れ
て
参
日
な

ら
ば
、
即
ち
当(

ま
さ)

に
刮
目
し
て
相
待
つ
べ
し
」
と
。

★
【
魏
と
呉
の
講
和
】
十
八
史
略

帝
恥
関
羽
之
没
、
自
将
伐
孫
権
。
権
求
和
不
許
。
権
遣
使
於
魏
。
魏
封
権
為
呉
王
。
魏
主
問
呉
使
趙
咨

曰
、
呉
王
頗
知
学
乎
。
咨
曰
、
呉
王
任
賢
使
能
、
志
存
経
略
。
雖
有
余
閑
博
覧
書
史
、
不
效
書
生
尋
章
摘

句
。
魏
主
曰
、
呉
難
魏
乎
。
咨
曰
、
帯
甲
百
万
、
江
・
漢
為
池
。
南
難
之
有
。
曰
、
呉
如
大
夫
者
幾
人
。

咨
曰
、
聡
明
特
達
者
、
八
九
十
人
。
如
臣
之
比
、
車
載
斗
量
不
可
勝
数
。

帝
、
関
羽
の
没
せ
し
を
恥
ぢ
、
自
ら
将
と
し
て
孫
権
を
伐
つ
。
権
、
和
を
求
む
れ
ど
も
許
さ
ず
。
権
、

使
ひ
を
魏
に
遣
は
す
。
魏
、
権
を
封
じ
て
呉
王
と
為
す
。
魏
主
、
呉
の
使
ひ
の
趙
咨(

ち
ょ
う
し)

に
問
ひ

て
曰
く
「
呉
王
、
頗
る
学
を
知
れ
る
か
」
と
。
咨
、
曰
く
「
呉
王
は
賢
を
任
じ
能
を
使
ひ
、
志
、
経
略
に

存
す
。
余
閑
有
れ
ば
博
く
書
史
を
覧
る
と
雖
も
、
書
生
の
章
を
尋
ね
句
を
摘
む
に
效(

な
ら)

は
ず
」
と
。

魏
主
、
曰
く
「
呉
は
魏
を
難(

は
ば
か)

る
か
」
と
。
咨
、
曰
く
「
帯
甲
百
万
、
江
・
漢
を
池
と
為
す
。
何

の
難
る
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
」
と
。
曰
く
「
呉
に
大
夫
の
如
き
者
幾
人
か
あ
る
」
と
。
咨
、
曰
く
「
聡
明

特
達
の
者
、
八
九
十
人
あ
り
。
臣
の
如
き
は
車
に
載
せ
斗
も
て
量(

は
か)

る
と
も
勝(

あ)

げ
て
数
ふ
べ
か

ら
ず
」
と
。

★
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
出
師
の
巻

「
使
節
に
問
う
が
、
汝
の
主
人
孫
権
は
、
ひ
と
口
に
い
う
と
、
ど
ん
な
人
物
か
」

趙
咨(

ち
ょ
う
し)

は
鼻
の
ひ
し
げ
た
小
男
で
あ
っ
た
が
、
毅
然
と
し
て
、

「
聡
明
仁
智
勇
略
の
お
方
で
す
」

(

略)

や
が
て
曹
丕(

そ
う
ひ)

は
、
趙
咨
に
む
か
っ
て
、
あ
え
て
こ
う
い
う
言
葉
を
弄
し
た
。

「
朕
は
い
ま
、
心
の
う
ち
に
、
呉
を
伐
た
ん
か
と
考
え
て
お
る
。
汝
は
ど
う
思
う
か
」

趙
咨
は
額
を
た
た
い
て
答
え
た
。
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「
や
。
そ
れ
も
結
構
で
し
ょ
う
。
大
国
に
外
征
を
す
る
勢
力
が
あ
れ
ば
、
小
国
に
も
ま
た
守
禦
あ
り
機
略

あ
り
、
何
ぞ
、
た
だ
畏
怖
し
て
お
り
ま
し
ょ
う
や
」

「
ふ
ー
む
。
呉
人
は
つ
ね
に
も
魏
を
怖
れ
て
お
ら
な
い
と
い
う
か
」

「
過
大
に
恐
れ
て
も
い
ま
せ
ん
が
、
過
大
に
莫
迦
に
し
て
も
お
り
ま
せ
ん
。
わ
が
精
兵
百
万
、
艦
船
数
百

隻
、
三
江
の
嶮
を
池
と
し
て
、
呉
は
た
だ
呉
を
信
じ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
ま
す
」

曹
丕
は
内
心
舌
を
巻
い
て
、

「
呉
の
国
に
は
、
汝
の
よ
う
な
人
物
は
、
ど
れ
ほ
ど
お
る
か
」
と
、
ま
た
訊
ね
た
。

す
る
と
趙
咨
は
腹
を
か
か
え
て
笑
い
出
し
、

「
そ
れ
が
し
程
度
の
人
間
な
ら
桝(
ま
す)

で
量
っ
て
車
に
の
せ
る
ほ
ど
あ
り
ま
す
」
と
、
い
っ
た
。

つ
い
に
曹
丕
は
三
嘆
し
て
こ
の
使
者
を
賞
め
ち
ぎ
っ
た
。

★
【
蜀
、
呉
と
講
和
】
十
八
史
略

亮
乃
遣
鄧
芝
、
使
呉
修
好
。
芝
見
呉
王
曰
、
蜀
有
重
険
之
固
。
呉
有
参
江
之
阻
。
共
為
脣
歯
、
進
可
兼

并
天
下
、
退
可
鼎
足
而
立
。
呉
遂
絶
魏
専
与
漢
和
。

亮
、
乃
ち
鄧
芝(

と
う
し)

を
遣
は
し
、
呉
に
使
ひ
し
て
好(
よ
し)

み
を
修
め
し
む
。
芝
、
呉
王
に
見(

ま

み)

え
て
曰
く
「
蜀
に
重
険(

じ
ゅ
う
け
ん)

の
固(

か
た)

め
有
り
。
呉
に
参
江
の
阻(

そ)

有
り
。
共
に
唇

歯(

し
ん
し)

と
為
ら
ば
、
進
み
て
は
天
下
を
兼
并(

け
ん
ぺ
い)

す
可
く
、
退
き
て
は
鼎
足(

て
い
そ
く)

し

て
立
つ
べ
し
」
と
。
呉
、
遂
に
魏
と
絶
ち
、
専
ら
漢
と
和
す
。

★
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
出
師
の
巻

「
呉
が
蜀
と
同
盟
を
結
び
ま
し
た
」

折
も
折
、
侍
中
辛
毘(

し
ん
び)

か
ら
こ
う
聞
か
さ
れ
た
と
き
、
皇
帝
曹
丕(

そ
う
ひ)
は
、

「
ま
ち
が
い
で
あ
ろ
う
」
と
、
ほ
ん
と
に
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
次
々
の
報
告
は
う
ご
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事
実
を
彼
の
耳
に
乱
打
し
た
。
曹
丕
は
怒
っ
た
。

「
よ
し
っ
、
そ
う
明
瞭
に
な
れ
ば
か
え
っ
て
始
末
が
い
い
。
峡
口
の
進
攻
に
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
た
の
も
こ

の
た
め
に
依
る
か
。
こ
の
報
復
は
断
じ
て
思
い
知
ら
せ
ず
に
は
お
か
ん
」

一
令
、
直
ち
に
南
下
し
て
、
大
軍
一
斉
に
呉
を
踏
み
つ
ぶ
す
か
の
形
勢
を
生
ん
だ
。

★
【
南
船
北
馬
】
十
八
史
略

魏
主
以
舟
師
撃
呉
。
呉
列
艦
于
江
。
江
水
盛
長
。
魏
主
臨
望
、
歎
曰
、
我
雖
有
武
夫
千
群
、
無
所
施
也
。

於
是
還
師
。

魏
主
、
舟
師(

し
ゅ
う
し)

を
以
て
呉
を
撃
つ
。
呉
、
艦
を
江
に
列
す
。
江
水
盛
長
す
。
魏
主
、
臨
み
望

み
て
歎
じ
て
曰
く
「
我
、
武
夫
、
千
群
有
り
と
雖
も
、
施
す
所
無
き
な
り
」
と
。
是(

こ
こ)

に
於
い
て
師

を
還
す
。

★
【
波
濤
、
洶
湧
す
】
十
八
史
略

魏
主
又
以
舟
師
臨
呉
。
見
波
濤
洶
湧
、
歎
曰
、
嗟
乎
、
固
天
所
以
限
南
北
也
。

魏
主
、
又
、
舟
師
を
以
て
呉
に
臨
む
。
波
濤
の
洶
湧(

き
ょ
う
よ
う)

す
る
を
見
て
、
歎
じ
て
曰
く
「
嗟

乎(

あ
あ)

、
固(

ま
こ
と)

に
天
の
南
北
に
限
る
所
以(

ゆ
ゑ
ん)

な
り
」
と
。
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★
【
処
士
、
管
寧
】
十
八
史
略

処
士
管
寧
、
字
幼
安
。
自
東
漢
末
、
避
地
遼
東
参
十
七
年
。
魏
徴
之
。
乃
浮
海
西
帰
。
拝
官
不
受
。

処
士
・
管
寧(

か
ん
ね
い)

、
字
は
幼
安
。
東
漢
の
末
よ
り
、
地
を
遼
東
に
避
く
る
こ
と
参
十
七
年
。
魏
、

之
を
徴(

め)
す
。
乃
ち
海
に
浮
か
び
て
西
に
帰
る
。
官
に
拝
す
れ
ど
も
受
け
ず
。

★
【
孫
権
、
皇
帝
を
称
す
】
十
八
史
略

呉
王
孫
権
、
自
称
皇
帝
於
武
昌
、
追
尊
父
堅
、
為
武
烈
皇
帝
、
兄
策
為
長
沙
桓
王
。
已
而
遷
都
建
業
。

呉
王
・
孫
権
、
自
ら
皇
帝
を
武
昌
に
称
し
、
父
・
堅
を
追
尊
し
て
武
烈
皇
帝
と
為
し
、
兄
・
策
を
長
沙

桓
王(

ち
ょ
う
さ
か
ん
お
う)

と
為
す
。
已(

す
で)

に
し
て
都
を
建
業
に
遷(

う
つ)

す
。

★
【
孫
権
の
死
】
十
八
史
略

呉
主
殂
。
諡
曰
太
皇
帝
。
子
亮
立
。

呉
主
殂(

そ)

す
。
諡(

お
く
り
な)

し
て
太
皇
帝
と
曰
ふ
。
子
亮
立
つ
。

参
考
・
呉
王
朝
の
皇
帝

１
孫
権
（
大
帝
）

２
孫
亮
（
会
稽
王
・
廃
帝
）

３
孫
休
（
景
帝
）

４
孫
皓
（
末
帝
。
帰
命
侯
。
孫
権
の
孫
）


